
F̂
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
請
求
す
る
と
き
…
…
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
講
証
明
書

様
式
第
十
一
号
（
第
四
面
）
中

種類

「
早
期
再
就
職
支
援
金

常
用
就
職
支
度
手
当

広
域
求
職
活
動
費

早
期
再
就
職

常
用
就
職
手
当

広
域
活
動
費

」

を 「

種類

常
用
就
職
支
度
手
当

早
期
再
就
職
支
援
金

広
域
求
職
活
動
費

就
業
促
進
定
着
手
当

早
期
再
就
職

常
用
就
職
手
当

広
域
活
動
費

就
業
定
着
手
当
」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成™�年�月š—日 月曜日 (号外第˜›�号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
四
号

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
雇
用

保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
、
第

八
十
一
条
第
二
項
、
第
八
十
二
条
並
び
に
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
六
条
第
二
項
中
「
、
別
に
」
を
「
、
預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
の
方
法
そ
の
他
の
」
に
、「
と
こ
ろ
」
を

「
方
法
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
の
方
法
に
よ
つ
て
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
と
さ
れ
た
者
は
、
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
に
被
保
険
者
手
帳
を
添

え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
者
は
、
払
渡
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
払
渡

希
望
金
融
機
関
変
更
届
に
被
保
険
者
手
帳
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
八
十
条
中
「
第
七
十
八
条
」
を
「
第
七
十
六
条
、
第
七
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
二
の
十
中
「
第
四
十
五
条
（
第
四
項
を
除
く
。）」
を
「
第
四
十
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。）、
第
四
十

五
条
及
び
第
五
十
四
条
」
に
、「
同
条
中
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
中
」
に
、「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条

第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
」
を
「
第
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、「
第
七
十
条

第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
七
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
加
え
る
。

様
式
第
十
号
の
四
中
「教

育
訓
練
給
付
金
・

」
の
下
に
「教
育
訓
練
支
援
給
付
金
・

」
を
加
え
、
同
様
式
注
意
１

中
「で

き
る
者
、
教
育
訓
練
給
付
金

」
の
下
に
「若

し
く
は
教
育
訓
練
支
援
給
付
金

」
を
、「た

だ
し
、
教
育
訓
練
給

付
金

」
の
下
に
「、

教
育
訓
練
支
援
給
付
金

」
を
加
え
、
同
様
式
注
意
３
Ê
中
「教

育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書

」

の
下
に
「、

教
育
訓
練
給
付
金
（
第
1
0
1条
の
２
の
７
第
２
号
関
係
）
支
給
申
請
書
又
は
教
育
訓
練
給
付
金
（
第
1
0
1

条
の
２
の
７
第
３
号
関
係
）
支
給
申
請
書

」
を
加
え
、
同
様
式
注
意
３
中
Î
を
Ĵ
と
し
、
F̂
か
ら
Ĥ
ま
で
を
Ĝ
か
ら

Î
ま
で
と
し
、
Ê
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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